青風荘　　フェイスシート

平成23年　12月　19日　担当：上平ユリ子　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　中村　与一郎　様　　男・女　昭和　51年　2月25日生（35歳）

	
	〒　　　　　住　所　上北郡六ヶ所村大字泊字六角44-1　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	高コレステロール血症

高ＬＤＬＣ血症

	
	発症時期
	　Ｈ5年　3月頃（17歳時）
	罹 患 期 間
	約　18年

	
	入院回数
	　　2回　　
	延べ入院年数
	　約　1年　4ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週1回）

	医療区分
	国保（家族遠隔地）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　2500円
	精神（　2　級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（6.5万円）と両親の年金より0.5万円（叔父管理）

	
	その他
	なし

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア通所

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	H14年8月9日
	身長
	170cm
	体重
	62.3㎏

（＋0.3）

	最終学歴
	野辺地工業高校（中退）
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　むつショッピングセンター（1.6年）、鉄筋工（1年）、出稼ぎ（東京　2年）、マエダ百貨店
	

	保　護　者
	氏　　名　　　中村　正人　　様　　　　続柄　叔父　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

規則正しい生活リズムを身につける。

一人暮らしを視野に基本的な生活技術を向上させる。

	入院・治療歴　初診日

H5年3月頃～H6年11月頃　　　外来　　　　むつ総合病院

H6年11月～H7年6月　　　　　入院　　　　むつ総合病院

H7年6月～H8年7月　　　　　　外来　　　　むつ総合病院

H10年9月～H11年8月　　　　　入院　　　　むつ総合病院

H11年8月～　　　　　　　　　外来　　　　青南病院

	生活歴　

2人兄弟の第1子として六ヶ所村泊に出生。泊中学校を卒業し4月に野辺地工業高校へ入学するが、9月には退学する。その後販売員や出稼ぎ等の仕事に就くが長続きせず、Ｈ5年3月頃から独語・空笑・不眠・徘徊が見られ、3月18日にむつ総合病院を初診。その後より無為自閉となり、Ｈ6年11月からＨ7年6月まで入院となる。退院後はアパートで一人暮らしをしていたが、叔父の援助でどうにか生活できているといった状態だった。Ｈ８年７月を最後に通院せず、不眠・徘徊が目立つようになり、Ｈ10年9月～Ｈ11年8月まで再入院となる。退院後は社会復帰訓練の為「青山荘」へ入所し、同時に青南病院へ外来通院、青山荘入所3年を経て平成14年8月19日青風荘へ入所～現在に至る。



	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 両親は共にＨ4年より十和田済生会病院精神科へ入院中で今後も退院の目途が立たない。週に何度か両親から電話が来ている。

· 弟が一人いるが所在は不明。

· 両親の入院により、16歳から一人暮らしをし、近くに住む叔父が援助をしてくれていた。

・　本人の年金は六ヶ所の叔父が両親の年金と共に管理している。叔父が両親の年金を足した7万円を本人の通帳へ入金している。


平成　23年　12月　19日　（月）

	氏　名
	　　中村　与一郎　様
	男・女
	生年月日
	　Ｓ51年　2月　25日　（35歳）


	長期目標（中期・短期）

	・　生活リズムの安定・日課の定着（洗濯・掃除等や私物整理など）を意識付けた生活を送っていただく。

· 何事に対しても継続して取り組むことが出来るように不調の訴えの軽減を図っていく。

· 青山荘入所への意識付けをしていく。


　　　　　　

	これまでの経過（前回評価日　H　23年　7月　25日）

	【本人の今後の生活の希望】

青山荘に入所し、単独で暮らせるよう金銭管理能力が身に付くようにしていきたい。青山荘退所後はＧＨで生活しいずれは就労、結婚したいと希望されています。

【現在の生活状況】

○生活面

・定期的に洗濯はしていますが、部屋は衣類が散乱している事が多く声掛け、介入を要しています。また22：00前後には就床されていますが定時に起床出来ないことが多く、食事の放送で慌てて起きています。朝食時は眠気が抜けず残食が目立っています。

　・余暇時間はゲームをしたり、テレビを観て過ごされており、休日は食事や買物に出掛けています。デイケアメンバーや清水様、吉田富秋様と外出されています。

○デイナイトケア

・水・金曜日はデイケア、月・火・木はデイナイトケアを利用しています。プログラムでの準備、片付けを自主的に行い、上手に交流を行なっています。9月からナイトケアの夕食作りに参加されています。

○病状について

・9/3血液検査結果悪玉コレステロール値が高い為栄養指導を受けていますが相変わらずスナック類のお菓子、アイスクリームを好んで食べています。特に体調の変化無く経過されており、服薬管理も問題ありません。

○対人交流、集団への参加
・告白を受けた奥山様とは一定の距離をおいて接しており、問題は見られません。10/26デイナイトケアでトイレ掃除当番でペアになっている馬渡様が、声かけしても来ない事に憤慨してトラブルになっておりスタッフが介入しています。その後相手に言い過ぎたことを謝罪しており両者和解しています。

・デイケアメンバーや清水様、吉田富秋様と食事・買物に出掛けたりし交流されています。また入院中の江刺家様にとも面会に行ったり、電話等で交流をもたれています。

・うみねこ幸房の芋煮会、ふれあい秋祭り、公民館祭り等に地域の行事に積極的に参加されています。

○金銭管理

・月8,000円で小遣いでやりくりしており、お小遣いの中から少しでも貯蓄するように指導していますが、外食などで使いきっています。

・12/7デイケア田名部一樹様から2年前に1万円借りている事が発覚しており、金銭管理について指導を要しています。

○家族関係
・12/9保護者である伯父様と面談し新体制施設移行に伴い、生活保護申請について説明し了承頂いています。（本人の両親の事などもあり、保護者の負担軽減措置）

　※新体制移行に伴い、青風荘対象外の為（程度区分１）、今後は青山荘入所或いはＧＨ入所を前提としデイケアと連携を組んで自立に向けたプログラムを生活の中に取り入れていき、安定した生活を維持できるように支援していきます。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	①経済状況に応じた金銭管理が出来ない。
	· 小遣い帳を記入してもらい定期的に確認をし、小遣い残金を考えた上で買物をする習慣を身に付けていく。

· 小遣い中から千円貯金できるように、おやつの購入量を控えるようにアドバイスしていく。

· 金銭管理が難しい場合は月１回の小遣いから月2回に分けたりし、一度に使い過ぎないよう見守っていく。

· 金銭面で不安があると、落ち着きがなくなり体調不良を訴える事が見られる為、さり気なく聞き出し情緒安定を図っていく。

· 現在発覚中の金銭問題（借金）についての自覚不足があり、お金に対する危機感を持ってもらう為にも、小遣い銭の見直しと自覚を促していく。


	4ヶ月

	②生活リズムが乱れる事がある

（起床時間の遅れ）
	· 青山荘入所を希望されている事からも今の生活状態について定期的に面談を行なう。（ＧＨ入所も視野にあり）
· 現在出来ている事、出来ていない事を振り返り、生活リズムの安定に対して意識付け、意欲の向上を図る。
· 朝の定期起床を集中して行なっていく。（まだ定着していない）

	4ヶ月

	③高カロリーの間食が多い。
	・　三食の残食が多くおやつで補っている為、現在の状況を認識してもらいながら、三食摂ることは身体にとって大事なことである事、それによって体調を維持していける事を理解できるよう指導していく。（荘内プログラムを活用する）

・　夜間の間食がみられる為体に及ぼす影響を説明し20時移行の間食はしないよう指導していく。

・　間食に関する勉強会を継続して実施することで適切な間食について理解を深めていただく。
	4ヶ月

	④身の回りの整理が出来ない
	· その都度自室の様子を見て、掃除が出来ていない時には声かけにて、清掃を促していく。また、掃除が難しい場所についてはアドバイスを交えながら、スタッフと一緒に行なっていく。

· 掃除チェック表をつけてスタッフと一緒に確認し習慣づけしていく。

· 毎週火曜日リネンの日は洗濯をするように促していく。


	4ヶ月


プラン計画者　氏名：　上平ユリ子

修正プラン実施評価日： H　23年　12月　19日（月）　青山荘地域交流活動室

本人





弟

















